
～未来に希望の持てる、豊かさと笑顔あふれるまちづくり～

京都府京丹後市

ドローンで峰山小学校上空から南方面を望む



～未来に希望の持てる、豊かさと笑顔あふれるまちづくり～

国の経済対策を活用
国の補正予算等を活用し、切れ目のない１３か月予算として編成！

新型コロナウイルス感染症対策
市民の命と健康を全力で守り、市民生活と生業・事業を支える！

新型コロナウイルス感染症対策に全力・最優先に取り組み、市民の命と健康、生活と
事業を支援します。同時に、令和6年度までの第２次京丹後市総合計画の「基本計画」
に掲げる4つの重点プロジェクトを柱とした事業を積極的に推進し、また、国の経済対
策も活用しながら13か月予算として実施します。

予算の概要 令和４年度予算編成

（※以下、総合計画「基本計画」と表記）

「幸福」を中心軸としたまちづくり
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総合計画に基づくまちづくり
基本計画の４つの重点プロジェクトを推進！

SDGs、脱炭素社会、DXなどの取組を推進！

DX新 拡：新規事業 ：拡充事業 ：デジタル化関連事業 （重掲）：重複掲載項目 ：若手職員提案による事業若手



13か月予算

357億9,915万円

令和４年度予算案

356億3,000万円

令和３年度３月補正予算計上事業

1億6,915万円

R3：353億2,000万円
（対前年比 3億1,000万円、0.9％増）

R2：323億1,900万円（骨格）
（対前々年比 33億1,100万円、10.2％増）

■国の第1次補正予算分
・新型コロナウイルス感染症関連
・社会資本整備総合交付金事業
・京都丹後鉄道利用促進対策事業
・道路メンテナンス事業
・農村地域防災減災事業
・保育士等処遇改善臨時特例交付金

3,391万円
3,650万円
3,696万円
5,250万円

660万円
268万円

予算の概要 一般会計予算の規模（13か月予算）
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令和４年度一般会計予算 ３５６.３億円
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本市発足後

“最大規模”旧町打ち切り分を
含まない数値

311.3億円

※H16年度は合併に伴う旧町未払分の予算を含む

年度

億円

0

令和３年度 : ３５３.２億円（前年度比：0.9％の増）令和３年度 : ３５３.２億円（前年度比：0.9％の増）

予算の概要 一般会計予算の推移
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▶コロナ禍にあっても、令和4年度末で
合併時の3倍以上の66.6億円を確保

▶財政見通し（各前年度時）の数値より
決算時には概ね多い現在高を確保
＜例示＞

R元：70.6億円 ⇒ 90.6億円
R２：67.8億円 ⇒ 92.2億円
R３：72.5億円 ⇒ 87.0億円（見込み）

基 金 の 維 持 配 慮 市債現在高の抑制
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決算（R3は見込み）

財政見通し(各前年度10月時）
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財 政 調 整 基 金 の 推 移

当初予算編成時年度末残高見込み

決算（R3は見込み）

財政見通し(各前年度10月時）

（億円）

（年度）

▶コロナ禍で財政出動が重要となる中、当初編成
時では例年並み以上の年度末現在高を確保

▶当初予算では、不確定財源の代替として財調基
金により財源確保しているが年度内で復元努力

＜R３の状況＞
①Ｒ3当初予算編成時のＲ2末見込み17.5億円（既に1.6億円復元）

②ここから8.5億円を取崩す予算のため、Ｒ3末見込みは9.0億円
③Ｒ2年度末補正での調整によりＲ2末は25.0億円（7.5億円復元）

※この時点でＲ3末見込みは16.5億円へ
④Ｒ4年3月定例会で当初の8.5億円のうち5.5億円(復元努力)を減

額するため、この時点でのＲ3末見込みは22.0億円
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▶市債は、真に必要な事業をする上で貴重な
財源であるが、合併特例債等の有利な市債
を活用しつつ、現在高抑制にも配慮

（参考）市債現在高の交付税算入割合
H15 55.7％
R3 78.2％(見込み)
R4 77.7％(見込み)
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持続可能な行財政運営を維持・推進

《R３の場合》
R２見通し ：72.5億円

R３当初時：65.9億円
（対見通し△6.6億円）

決算時： 87.0億円
（対当初＋21.1億円）

財政見通し時年度末残高

令和４年度末現在高見込

11.0億円

令和４年度末現在高見込

66.6億円



【コロナ対策】

“命と健康”、“生活”と“生業”“事業”“産業”を全力で支え、守る！

事業所等感染症対策緊急支援補助金【3,000万円】
従業員の感染により事業活動が中断することを防止するため、事業所が

実施する感染防止対策や、PCR検査等の経費の一部を支援

中小企業緊急雇用調整助成金を上乗せ補助 【5,000万円】
国の「雇用調整助成金・緊急雇用安定助成金」と協調して助成

事業継続支援緊急資金貸付金制度 【1,000万円】
雇用調整助成金や一時金など国の助成制度を申請した場合に、助成金が交付

されるまでの間、事業継続のために必要な資金を緊急的に貸付

新型コロナウイルス感染症対策利子補給 【2,000万円】
新型コロナウイルス感染症対策として、事業資金融資に係る利子の一部

を支援

市民全員へクーポン券を発行 【6,338万円】 （重掲）
事業者支援・生活支援を目的に幅広く使用できるクーポン券を発行

消費喚起ポイントを発行 【5,445万円】 （重掲）

10月に供用開始予定の京丹後デジタルポイントシステムを活用した消費喚起
プレミアムポイントを発行

ふるさと旅行券を発行 【1,804万円】 （重掲）
観光需要の回復を図るため、お得な旅行券を発行し、地域内の観光消費額の

増加を図る

公共施設の市民等無料開放を１年間延長
新型コロナウイルスの影響が長期化する中、公共施設の市民無料開放期間を

令和4年度末まで１年間延長

（以下、項目と金額のみ、概要は後掲）

市観光公社の事業を支援【9,081万円】 （重掲）

アフターコロナを見据え、攻めて追いやるコロナ対策を実施！

京丹後食のふるさとづくり創造事業 【1,804万円】 （重掲）

新技術を活用した地域内物流基盤整備事業 【3,000万円】 （重掲）

新

新
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福祉施設入所者のPCR検査支援 【240万円】
新規で入所される利用者に対して法人が行うPCR検査費用を支援

福祉施設の抗原定性検査キット購入支援 【1,000万円】
福祉施設の抗原定性検査キットの購入経費を支援

福祉施設従事者の宿泊費を支援 【150万円】
感染拡大防止及び介護従事者の同居する家族等への感染を回避するため、陽性

者が発生した福祉施設に勤務している職員の宿泊費等を支援

感染症対策用品購入 【1,945万円】
公共施設等の感染症対策用品を購入

避難所の感染症対策 【1,924万円】（重掲）
プライベートテント（139基）、資機材保管庫（21基）

コミュニティFMのエリア拡大 【4,160万円】 （重掲）
市民への情報提供基盤の強化のためにNPO法人京丹後コミュニティ放送が実施

する丹後町、久美浜町へのエリア拡大事業を支援

市役所窓口業務のオンライン申請システムを導入 【149万円】 （重掲）

市役所窓口業務のうち10種類（予定）の証明書の申請等についてスマートフォ
ンなどを利用してオンラインで申請できるシステムを導入

【8,668万円】

新型コロナワクチン接種の着実・円滑な実施

新

新

新

新

【参考】令和4年度　接種スケジュール等（予定）

※接種期間は、9月末まで

ふじわらクリニック

丹後中央病院

久美浜病院

対象者

18歳以上の
追加接種

12歳以上の
初回接種

5歳～11歳の
小児接種

スケジュール等

2回目接種をR3年10月末までに接種した
方は4月末までに接種予定

随時接種可能（毎週火曜日）

3月上旬から接種開始

実施場所

集団接種
個別接種委託医療機関

弥栄病院
久美浜病院



ふるさと応援のためのシティプロモーションを推進 【5,394万円】
・ふるさと納税特設サイトの充実 （重掲）

（ふるさと納税を通じたシティプロモーションを展開）

・Web広告等によるPR（京丹後市特産品の魅力発信）

・PRグッズの作成（キャンペーン企画やイベントでのPRに活用）

・総合パンフレットの作成（これまでの寄附者へ送付し、リピーターを増やす）

・返礼品にお礼状を同梱

京丹後食のふるさとづくりの推進 【1,877万円】 （重掲）
丹後産食材を活用して、都市部レストラン等でのメニュー開発や新しいふるさと商品

の開発を行い、京丹後産食材の認知度の向上とともに、農家等の販路拡大につなげるた
め、都市部に京丹後の食の拠点を。

旅行返礼品の開発 【1億1,081万円】 （重掲）
・国内外観光プロモーション･マーケティング事業

グリーンベルト事業、アフターコロナ京丹後ツアー、広告宣伝等
・JTB㈱、ANAあきんど㈱の社員（各1名）を受け入れ、旅行商品や観光コンテンツを

開発

泉佐野市との職員交流【636万円】
ふるさと応援寄附金の先進自治体との職員の交流を通じ、ノウハウを学び、

さらなる活力創造を目指す。【交流期間：令和４年４月から半年程度】

“ふるさとブランド”で活力創造！

拡

かせぐ地方創生プロジェクト① ～多彩な産業・地域経済の成長・発展へ～かせぐ

＜特徴的な活用事業（金額は活用額）＞

【にぎわいのふるさと応援】
地域ぐるみの観光地づくり事業【800万円】

ふるさとブランド推進事業【1,000万円】

【環境のふるさと応援】
４R推進事業【200万円】

峰山クリーンセンター管理運営事業【8,000万円】

【健康と福祉のふるさと応援】
障害者就労支援事業【600万円】

子育て支援医療事業【2,000万円】

【未来を拓く子どもを育むふるさと応援】
保育所・こども園等の運営・支援【2億円】

学校安全対策事業【200万円】

【市民協働と生涯学習のふるさと応援】
図書館の図書を充実【500万円】

【安心のふるさと応援】
地域協働型小規模公共事業【1億円】

交通安全施設修繕・設置工事【2,000万】

【コミュニティビジネス応援】
コミュニティビジネス応援補助金【200万円】

《参考》ふるさと応援寄附金をまちづくりに活用！

拡

新

拡
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京丹後デジタルポイントの創設 【6,031万円】 （重掲）
市内登録店舗の買い物で利用できる京丹後デジタルポイントを導入

・ポイント付与体制の整備

・消費喚起ポイントの発行

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ消費を回復するため、

消費喚起プレミアムポイント（上限2,000ポイント/人）を発行し、市内に

おける消費喚起と経済循環を促進

SDGs普及促進ツール（まちのコイン）実証経費 【55万円】
一人ひとりの行動とSDGsを紐づけ、各目標への貢献度を可視化できるアプ

リ「まちのコイン」を活用したSDGs普及促進に係る実証事業

自然あふれるビジネスモデル事業 【2,004万円】
テレワークなどによる多様な働き方が浸透する中、策定したテレワーク推進

戦略に基づき、テレワーク環境の整備等を推進

・市内事業者で構築するコンソーシアムを中心に、ワーケーション・企業

向け研修プログラムの推進、プロモーション業務及び

都市部企業や人材を誘致

・かぶと山虹の家に整備したwi-fi環境を利用

・ふるさとテレワーク推進事業補助金

デジタル化を活かした循環型商業～拡大循環～

新

※ふるさと応援寄附金をふるさと応援基金に積み立て、事業に活用

DX

DX

DX

新



有害鳥獣対策を実施 【8,870万円】
通常捕獲や有害鳥獣防除施設費補助金に加え、超音波忌避装置（シカ・イノシシ対

策）の効果検証及びGPS（位置情報システム）を活用したサル対策を継続して実施

地域農業ブランド推進事業を充実 【1,166万円】
農業の裾野を広げるため、小規模農業者やU･Iターン者･定年帰農者等の多様な農業者

を支援。また、生産強化･販路拡大等農業者の所得向上に向けた支援を強化
（仮称）「京丹後市みどりの農産品認定委員会」を設立し、京丹後産農産品のブラン

ド化を図る

◆農産物の生産強化及び流通販売の取組を支援
新たな産地づくりにチャレンジしたり、離農した果樹農園を継承した農業者な

ど、多様な農業者を支援し、地域農業を振興

京丹後食のふるさとづくりを推進 【1,877万円】 （重掲）
京丹後産食材を活用し、市内外に新たな食のふるさとづくりを行い、京丹後産食材

の魅力向上及びPRと消費喚起を行うと同時に、SDGsへの貢献事業も合わせて実施

◆都市部での京丹後食の拠点づくりプロジェクト
京丹後産の多様な食材を活用し、新たな商品またはメニュー等の開発を行う

とともに、都市部でのレストラン等でのメニュー化やふるさと商品の開発

◆都市部と京丹後が農地でつながるプロジェクト
都市部と農業を通じて交流し、関係人口を増

丹後王国タワー跡地にスポーツ施設を整備 【1億3,985万円】
老朽化した丹後王国タワーを撤去し、跡地を活用した新たな施設（スケート

ボードパーク）の整備に向けた検討会議・工事設計を実施

（予定）R4年度：タワー撤去・設計、R5年度：整備工事（R6年春完成目指す）

京丹後版「地域商社」による地域創生プロジェクト 【2,600万円】
地域の農産物を束ね、新たな販路を開拓するとともに、新たな流通体制等に

より域内外の消費を増大させる仕組みを構築（3か年事業の3年目）

活イカ等の地域内物流基盤整備事業 【3,000万円】 （重掲）
「活イカ」の域内流通等に必要な新技術を活用した地域内物流基盤の整備を支援

新地域水産物加工・体験施設整備促進事業 【150万円】
水産加工品づくりによる漁村地域の活性化等のため、水産業活性化計画を策定

新

新

かせぐ地方創生プロジェクト② ～多彩な産業・地域経済の成長・発展へ～

8

かせぐ

拡

農林水産業分野

食品加工支援センターの整備 【1億4,969万円】
豊富で多様な食材を高付加価値化する商品開発に取り組む食品加工事業者及び一次産

品生産者の育成及び新商品の開発を支援する食品加工支援センターを整備
（令和4年9月供用開始予定）

丹後織物産地振興事業費補助金 【321万円】
丹後織物工業組合が実施するTANGO OPEN CENTER事業をはじめ、販路開拓・

人材育成・技術継承等の織物振興施策について、京都府・与謝野町と協調し支援

新シルク産業創造事業の推進 【2,135万円】
・新シルク創造館を拠点としたシルクを活用したビジネスモデルの構築及びシルク関連

産業事業者が行う大学等との共同による製品開発、人材育成等に係る事業を支援
・養父市及び業界団体等と連携して、シルクを活用した産業振興やまちづくりに向けた

共同研究を実施

異業種交流ビジネス支援補助金 【267万円】
織物業と機械金属業が協力し、先端技術を活用した新しい織物と織機の開発を進める

ためのブランド戦略の策定、既存織機の分析や先進地視察等の取組を支援

機械金属業販路開拓等事業費補助金 【500万円】
丹後機械工業協同組合の異業種交流事業、新分野開拓推進事業等を支援

商工業支援補助金 【570万円】
市内の中小企業者が主体的に行う新たなチャレンジを支援。令和4年度からSDGsの

取組や複数事業者が連携して取組む新商品・新サービスの開発を支援

跡継ぎマッチング事業 【55万円】
商工会、京都産業21と連携し、市内の事業継承ニーズを掘り起こすとともに

継業人材の募集・マッチングを実施

製造・加工業経営革新等推進事業補助金 【1,500万円】

織物業や機械金属業等製造・加工業における経営力向上のための設備投資に
対し補助

商工業分野

新

新

新

新

拡

拡

拡

拡

新
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かせぐ地方創生プロジェクト③ ～多彩な産業・地域経済の成長・発展へ～かせぐ

拡

新

市観光公社への活動を支援 【1億1,552万円】 （重掲）

◆ヘルスツーリズム・グリーンベルトのコンテンツ開発
市観光公社が行うのヘルスツーリズム・グリーンベルト事業の取組を支援

◆フィルムブランドプロモーションの推進
アーカイブページの創設などフィルムコミッションコンテンツの充実

◆首都圏・関西圏への観光プロモーション･マーケティングの充実
四季ごとに関西主要駅でのデジタルサイネージや府南部域用情報紙への掲載などを

活用し、都市部での観光プロモーションなどを充実

オープンファクトリー環境を整備 【150万円】
工場などに観光客や視察などを受け入れるために必要な経費を支援

フレンドシップキャンペーンの実施 【396万円】
平成20年に締結した「京丹後市と木津川市との間の友好都市提携に関する

盟約書」に基づく、旅館等における宿泊割引事業を実施
・友好都市京丹後へ行こう！フレンドシップキャンペーンの実施
・教育旅行の誘致に向けたモニターツアー実施

安全安心な海水浴場の開設 【1,319万円】
・海水浴場情報配信システムの運用
・水難対策備品等の整備
・水難対策先進地視察（離岸流対策、ドローン導入）

スマートビーチ検討事業 【72万円】
京丹後スマートビーチの実現に向けた基本構想の検討
・検討委員会（海水浴場開設者、観光事業者、京丹後市等）を設置

海浜等施設管理 【1,574万円】
海水浴場等に設置されているトイレ、シャワー、更衣室等の清掃・維持管

理を行い、観光客等の利便性・快適性を向上

新

DX

観光分野

新

新

地域雇用促進協議会を核とした人材確保・雇用促進 【500万円】
市地域雇用促進協議会が実施する人材確保・就職促進のための事業に必要な

費用の一部を負担し、市内事業所における地元高校生や大学生、U・Iターン希
望者などの人材確保を支援
【人材育成】 ・TANGO子ども未来プロジェクトを実施

・織物未来プロジェクト
・はたらく女性活躍支援事業を実施

【雇用促進】 ・企業説明会、採用力強化セミナーの開催
・保護者･教員向け企業見学ツアーを開催
・企業ガイドブックの制作
・ふるさとバスを運行

人材確保・育成

拡

「新たな地域コミュニティ」の活力づくりを支援 【1,040万円】 （重掲）

過疎化・少子高齢化等の進展により地域運営が困難になりつつある状況を踏まえ、持

続可能な地域づくりを進めるため、「新たな地域コミュニティ」の組織づくりや自走に
向けた地区等の活動を支援

「ローカルX（エックス）プロジェクト」（地域プロジェクトの創出）を推進
【540万円】

地域を担う人材育成や地域で稼ぐ事業づくりを推進するため、若者や女性が参画し
やすく地域活動が活性化する仕組みづくりなどをコーディネート

協同労働の推進 【290万円】（重掲）
令和4年10月施行の労働者協同組合制度の活用など、地域事業に取り組む団体を支援

「特定地域づくり事業協同組合」の設立・運営を支援 【767万円】
令和2年6月施行の「地域人口の急減に対処するための特定地域づくり事業の推進に

関する法律」による「特定地域づくり事業協同組合制度」に基づき、年間を通じた雇用
環境を創出する事業を実施する団体を支援

地域コミュニティ力の向上

新

DX

新

若手



未来人材育成プロジェクト① ～まちの将来を担う未来人材の育成～

グローバル人材の育成 【851万円】

国際感覚を持ち、将来グローバル社会で活躍できる人材の育成を図る

〔対象：小学校3・4年生〕
◆Kyotango English Days

CIR、ALTと英語による交流会（2回開催）

〔対象：小学校5・6年生〕
◆Kyotango English Camp

夏休み期間中に1泊2日で開催
CIR・ALTや高校生ボランティア等と国際交流会

〔対象：小学校5・6年生、中学生〕
◆スピーチ・プレゼンテーションコンテスト :

小学生はスピーチ、中学生はプレゼンテーションを行うコンテストを開催

〔対象：中学校1年生〕
◆オンライン留学

外国とのオンライン交流を開催（事前研修を含む4回構成）

〔対象：中学校2年生〕
◆中学生の海外派遣

海外の一般家庭での生活や学校生活を体験
派遣先：ニュージーランド ニュープリマス市
人数：15人 、 期間：9日間

〔対象：中学校2年生〕
◆英語力向上アプリの導入

AIによる英語力向上アプリを市内中学2年生のタブレットに導入
「英語の力」を伸ばし、英語でのやりとりに自信をもてる生徒を育成

丹後学×STEAM教育の推進 【497万円】
本市の産業等の特色を活かし、丹後学の視点を組み込んだSTEAM教育を推進

するため、専門機関（海外の大学含む）と連携し、プログラムを開発・運用
対象：中高生32人（中高連携）

※STEAM教育とは・・・科学（Science）、技術（Technology）、
工学（Engineering）、アート（Art）、数学（Mathematic）の5つ
の領域を対象とした理数教育に創造性教育を加えた教育理念
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拡

新
新

新

定住促進奨学金返還支援制度の本格運用 【2,952万円】
将来の担い手となる若者のふるさと回帰・定着を促進するため、U･Iターン者

の奨学金返済を支援（最大月3万円、年間36万円を10年間）

オンライン授業・家庭でのオンライン学習への支援 【912万円】
コロナによる休校時や家庭でのオンライン学習を実施するにあたり、インター

ネット環境のない家庭に対し支援
放課後児童クラブにWi⊶fi 環境を整備し、オンライン宿題に対応

プログラミング教育の導入 【104万円】
iU情報経営イノベーション専門職大学と連携し、中学生へのプログラミング

教育を実践

丹後学の一層の充実 【1,515万円】
総合的な学習の時間を核として積み重ねてきた実践、成果を基盤としながら、

「保幼小中一貫教育」での系統的な「丹後学」を実施
丹後学モデルカリキュラムをSDGsの視点を盛り込んだ内容に改訂

保幼小中一貫教育の推進においても、特色ある学校づくりの取組として、各
校が独自に工夫を凝らし、丹後学をはじめとした地域に根差した発展的な教育活
動を実施

網野学校給食センター整備の着手 【4,975万円】
建築後36年が経過し、施設の老朽化が進行していることなどから、学校給食

衛生管理基準に適合した、より衛生的で安全性を重視した給食施設とするため建
替、整備に着手

令和４年度：基本設計及び実施設計
令和６年度の供用開始を予定

未来を取り込む教育の推進

新

新

新

DX

DX

DX



「地域おこし協力隊」を積極配置 【5,204万円】
令和3年度からの継続配置隊員（各町域に1名、観光振興課に1名と3つの高

校に各1名）に加え、新たな地域コミュニティ組織の活動や事業づくり等を
直接手助けし、推進していく隊員を、市との委託契約型で新たに3名採用

「ふるさと創生職員」を任用 【7,509万円】
U･Iターンの活性化につなげるため、3年間の正規職員である任期付短時間

勤務職員「ふるさと創生職員」を任用

【R4採用予定人数】7名（R3採用：8名、R2採用：5名） 計20名

移住希望者の相談窓口・案内業務や情報発信等 【1,018万円】
京丹後市移住支援センターによる相談対応、情報収集・発信等を実施

定住空家情報バンクで物件情報のほか地域情報動画なども発信

移住促進・空家改修への支援を充実 【3,202万円】
移住促進・空き家改修に関する補助金を拡充

・移住奨励金【100万円】
移住者の引越経費を支援

・移住促進・空家改修支援事業費補助金【1,925万円】
移住者の空家改修等を支援

・結婚新生活支援事業補助金【192万円】（重掲）

新婚世帯へ住宅購入や引越費用等を支援

・子育て応援住宅支援事業補助金【535万円】（重掲）

多子世帯、三世代同居・近居世帯へ住宅リフォーム費用や
住宅購入、住宅賃貸等を支援

・若者U･Iターン住宅取得等応援事業補助金【450万円】（重掲）

若年層のU･Iターン者に対する住宅購入費等を支援

企業移転移住支援金 【460万円】
従業員等3人以上伴い移転してきた事業所に支援金を交付

未来人材育成プロジェクト② ～まちの将来を担う未来人材の育成～

ICT×地方創生甲子園を開催 【640万円】
全国の高校生を対象に、本市の地域資源を活用した新たなビジネスプランを

募集し、オンライン（YouTubeライブ等）でのコンテストを開催
開催予定：令和4年8月頃

京丹後発！JAPAN CHALLENGER AWARD 2022を開催【264万円】
地域の課題を解決するためのビジネスアイデアを全国から公募し、ビジネス

プランとして磨き上げコンテストを開催
開催予定：令和4年11月頃

学生起業家等を支援 【57万円】
◆「 ICT×地方創生甲子園」「京丹後発！JAPAN CHALLENGER AWARD

2022」で提案されたビジネスプランを応援したい企業や投資家等とのマッ
チングを図る等、創業に至るまでの支援

◆ ICT×地方創生甲子園のビジネスアイデア等により、起業しようとする学生
等を支援するため、登録免許税相当額を支援

起業家･スタートアップ企業等の育成･成長支援
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丹後万博（仮称）の開催を支援 【150万円】
「EXPO for SDGs」を掲げる2025年大阪・関西万博に向けて機運醸成を図

るため、将来世代（高校生等）が中心となって企画・運営するSDGsの祭典「丹

後万博」（仮称）の開催を支援 ※開催予定：令和4年10月頃

SDGsチャレンジ支援事業補助金の創設 【325万円】
SDGsの達成に資する公益的な事業を行う市民活動団体、

企業等を支援

・SDGsまちづくり協働事業

・SDGs若者チャレンジ応援事業（若者の取組を支援）

・SDGs先導的モデル事業（クラウドファンディングを活用した事業を支援）

SDGsプラットフォーム（特設サイト）の開設 【220万円】
市をはじめ、企業や団体等のSDGs関連情報が集約されるプラットフォームと

して特設サイトを開設し、市内外に本市の取組を発信

「若者発！SDGs共創プロジェクト」を実施 【55万円】
市内中高生等の若者が発案したアイデアを企業等と連携して実現にむけ実施

SDGｓの普及促進U･Ｉターン支援で未来人材を惹きつける

拡

新

新

新

新

新

新

新

拡



ささえる

子育て環境整備事業応援プロジェクト補助金を創設 【600万円】
令和３年度に創設した気軽に授乳、おむつ替え等ができる施設整備経費の支

援に加えて、子育て支援に関する継続的な活動やイベント等の活動を支援

子育て世帯の住宅確保等の支援 【1,177万円】 （重掲)
・結婚新生活支援事業補助金
・子育て応援住宅支援事業補助金
・若者UIターン住宅取得等応援事業補助金

男性の育児休暇取得を促進 【44万円】
男性の育児休暇取得促進のためのワークショップの開催、啓発冊子の作成

子育て支援拠点の整備検討 【ゼロ予算】
まちづくりグランドデザインなど都市拠点とともに整備内容を継続検討

はは笑みプロジェクト 【3万円】
笑顔あふれる子育て環境を目指し、令和2年8月から実施している「子育

てWeb懇談会」を引き続き実施（年2回開催予定）

子育て世代包括支援センター「はぐはぐ」の運営 【82万円】
妊娠、出産、子育てに関する「困った」「不安」「しんどい」などの悩みの

“ワンストップ相談窓口”として「はぐはぐ」を運営

市内８か所で子育て支援センターを運営 【2,520万円】
子どもとその親が交流を深める地域子育て支援の拠点を運営

市内11か所で放課後児童クラブを運営 【2億4,834万円】
放課後、長期休業期、土・日曜日などに適切な保育が受けられない小学校児

童に対し、遊びや生活の場を提供
令和4年度からは久美浜小学校に新たに設置

※峰山放課後児童クラブは、日曜日・祝日も開設

保育所・こども園使用済み紙おむつ処分費用 【35万円】

ファミリー・サポート・センター事業 【7万円】
会員間で援助し合うことにより、安心して子育てができる環境づくりを推進

切れ目のない支援、まちをあげて子育て応援

共助の基盤づくりの推進 【687万円】
社会福祉協議会のノウハウを活用し、庁舎内に地域の福祉相談窓口「地域共

生ステーション」を開設し、「支え合い助け合う地域福祉」を推進
令和4年度はモデルとして、弥栄庁舎及び久美浜庁舎内の2か所に設置

・悩み事や困りごとの総合相談窓口
・住民活動のサポート及び地域のニーズの把握
・関係機関や広域のネットワーク会議などとの連携

自立相談支援機能強化事業 【411万円】
社会福祉協議会が実施している事業やネットワークを活用し、潜在的な相談

の掘り起こしや初期の繋がりを確保することで生活困窮者の自立を促す

生活保護訪問へのタブレットの活用 【237万円】
ケースワーカーのタブレット活用による業務効率化

家計改善支援事業 【650万円】
生活困窮者の家計状況を債務整理及び将来に向けたキャッシュフローの作成

等により、見える化し、家計状況の改善と自身の管理能力を高める支援を実施

（参考）寄り添い支援総合サポートセンターの運営 【6,428万円】

移動困難な児童生徒の通学支援 【96万円】
進学等により通学が困難となった児童生徒の通学を支援［市独自支援］

障害福祉サービス事業所等工賃向上支援事業 【215万円】
障害福祉サービス事業所等が、障害者の工賃向上のために行う製品開発及び

販売促進活動等の事業を支援
【支援対象】品質改善及び新商品開発に係る経費、品質改善及び新商品開発に

係る設備整備経費、販売促進活動、製造効率化等

男女共同参画社会の推進 【129万円】
男女共同参画セミナーの開催、女性相談（年間16回開催予定）など

誰ひとり置き去りにしない真の共生社会の実現へ

新

新

拡

新

新

拡

支え合いのまちづくりプロジェクト① ～安全・安心で誰ひとり置き去りにしない～

新

１か所増設
（計11か所）
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新

DX

若手

新



高齢者の外出支援（パイロット事業） 【427万円】
高齢者（満75歳以上）の外出支援及び公共交通機関の利用促進、空白地の

解消を図るため、2種類のタクシー代割引チケットの販売を実証実験も兼ねて
引き続き実施（R3～R5）

①通常外出支援
病院、買い物、公共機関等へ行くときに利用できるタクシーチケット
〔販売価格〕1冊2,000円（4,000円分：400円10枚綴り）

②公共交通利用促進
自宅と最寄りのバス停の移動に利用できるタクシーチケット
〔販売価格〕1冊1,000円（2,000円分：400円5枚綴り）

【利用できるタクシー】一般のタクシー、介護タクシー、ささえ合い交通

高齢運転者等安全安心の支援 【378万円】

①安全運転技術等支援【18万円】
65歳以上の運転免許証保有者を対象に、運転技術の低下などをチェッ

クし、安全運転の意識向上を図る

②自主返納支援【360万円】
運転免許証の自主返納を行った65歳以上の方及び障害のある方に対し、

公共交通機関等のクーポン券を支給

“働くシニア応援プロジェクト”の実施 【80万円】
シルバー人材センター等の関係機関と連携し、元気な高齢者の生きがいづくり

と健康増進を図るとともに、高齢者の就業機会の確保による企業等の人材不足の
解消、地域活動への参画等を促進し、百才活力社会の推進及び地域の活性化

・高齢者雇用に係る求人状況等調査･分析の実施
・高齢者向けの求人カタログの作成
・求人状況の公表等による雇用機会の創出
・シニアのための就職フェアの実施
・セカンドキャリア育成セミナーの実施 など

高齢者フレイル予防事業 【245万円】
75歳以上の方の健康課題を明確化させ効果的なフレイル予防を行うことで

健康寿命を延伸し、介護予防を図る

「百才活力社会づくり」の推進

個人向け介護資格取得費用補助金を創設 【140万円】
介護サービス又は障害福祉サービスに従事を希望する型へ資格取得に係る研

修受講料の一部を支援
【対象研修】

介護職員初任者研修、介護職員実務者研修

介護人材育成事業補助金 【259万円】
介護サービス又は障害福祉サービスに従事する介護職員の確保及び資質の向

上を図るため、法人へ資格取得に係る研修受講料の一部を支援
【対象研修】

介護職員初任者研修、介護職員実務者研修、主任介護支援専門員研修

介護福祉士養成奨学金貸与事業 【180万円】
市の福祉体制の充実を図るため、本市域の福祉施設において介護福祉士とし

て従事しようとする意思を有する者に対して奨学金を貸与

妊婦健康診査・乳幼児健康診査等の充実 【3,945万円】
妊婦・産婦の健康診査等をはじめ、乳幼児の健康診査やむし歯予防、離乳食

支援など、妊産婦の健康づくりと子どもの健やかな成長発達を支援
【充実内容】妊婦歯科健康診査に係る自己負担を無料化、新生児聴覚スクリ

ーニング検査費用の助成、3歳児健康診査に屈折検査（視力検
査）を導入

医療提供体制の充実 【8,067万円】
医療体制の支援（6,507万円）

・地域医療体制整備
・公的病院等の運営を支援
・休日応急診療体制の確保

医療体制の整備（1,560万円）
・医療確保奨学金貸与事業の実施

市立病院の運営を支援 【12億7,700万円】
弥栄病院 ：6億8,572万円
久美浜病院：5億9,128万円

市立診療所の運営を支援 【1億 788万円】
大宮診療所、間人診療所、宇川診療所など６診療所の運営を支援

地域包括医療・ケア体制の充実

拡

新
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ささえる

拡

拡

支え合いのまちづくりプロジェクト② ～安全・安心で誰ひとり置き去りにしない～

新

拡

拡



「京丹後市地域未来交通検討会」を開催 【51万円】 (重掲)
本市の地域公共交通計画の検討及び交通空白地の解消に向け、「京丹後市地

域未来交通検討会」を開催し、新たな技術を活用した移動手段を含め、今後の
公共交通の在り方を検討

地域バス路線の維持確保等 【1億2,635万円】
■地方バス路線の運行を支援
■市営バス運行による生活交通の維持･確保

京都丹後鉄道の利用促進 【1億6,779万円】
■京都丹後鉄道の運行を支援
■鉄道事業の安全確保

持続可能な地域公共交通の確保

「地域協働型小規模公共事業」の予算計上額を増額するなど、
市民に身近な道路整備に重点配分

地域密着型小規模インフラを重点整備！

※道路等関連事業全体でも

対前年度比：120％

【地域協働型小規模公共事業】

8,000万円⇒ 1億2,000万円
【交通安全施設整備事業】

2,000万円⇒ 3,000万円
対前年度比 150％へ

項 目 R4 R3 増減率

①地域協働型小規模公共事業 1億2,000万円 8,000万円 150％

②交通安全施設整備事業 3,000万円 2,000万円 150％

③市道維持補修事業（①・②除く） 1億 524万円 8,966万円 117％

④道路橋梁新設改良事業 6億1,802万円 5億4,375万円 114％

⑤河川改修事業 3,990万円 2,500万円 160％

⑥河川維持補修事業 1億1,715万円 9,758万円 120％

合 計 10億3,032万円 8億5,599万円 120％

ふるさと応援基金
(ふるさと納税)を
活用

拡

ささえる 支え合いのまちづくりプロジェクト③ ～安全・安心で誰ひとり置き去りにしない～

14

消防団員報酬の見直し【1億 281万円】
団員及び班長の年額報酬を見直すとともに、出動報酬も拡充

Live119システムの導入 【353万円】
スマートフォンでの119番通報に映像を加えて通報するシステムを導入

地域のタイムライン作成の推進 【60万円】
地域の避難行動タイムラインの作成に係る経費を支援

自主防災組織の活動支援 【264万円】
地域住民が自主的な防災活動を行うために設立した防災組織に防災資機材の

購入等を支援するほか、防災士資格取得経費を支援

コミュニティFMのエリア拡大 【4,160万円】 (重掲)
市民への情報提供基盤の強化のためにNPO法人京丹後コミュニティ放送が実

施する丹後町、久美浜町へのエリア拡大事業を支援

危険空家の撤去【2,060万円】
特定空家として認定された建物を略式代執行により撤去

化学消防自動車（I型）の更新 【7,300万円】

「新たな地域コミュニティ」組織づくりを支援 【1,040万円】（重掲）

協働労働の推進 【290万円】（重掲）

「特定地域づくり事業協同組合」の設立・運営を支援 【767万円】
（重掲）

生活と命を守る基盤整備で活力創造

新

拡

新

新

新

新

DX

拡

新



つなぐ

風力発電事業計画構想への対応 【289万円】
市内で計画されている民間による風力発電事業構想に伴う環境全般に与える諸影響等

について、地域の意見を適切に反映させるため、美しいふるさとづくり審議会で調査・
審議

地域新電力のスキーム・事業性の検討 【880万円】
地域新電力設立に向けた事業性の評価、運営体制の構築の検討

（仮称）京丹後市脱炭素実現会議の設立・運営 【94万円】
脱炭素社会の実現を目指すため行政、市民及び事業者で組織する会議体を

設立し、脱炭素へむけた取組、連携の在り方について調査・検討

再生可能エネルギー導入促進区域の検討 【3,444万円】
円滑な再生エネルギー導入のための促進エリア設定等ゾーニング等の合意形

成への検討・支援

脱炭素･資源循環促進支援補助金 【350万円】
自給型発電システム、蓄電池システム、木質燃料利用システム、再資源化シ

ステム（電気式生ごみ処理機）、住宅用太陽光発電と蓄電池システムとの新
規同時導入、事業用太陽光発電システム（事業者）

自然環境の保護･保全の啓発 【51万円】
■ブナ林保全の意識醸成～京丹後市の木「ブナ」を教材として活用

小学4年生以上を対象とした環境学習（市内全小学校対象）
■拾ってつなぐ丹後の海～海岸漂着ごみを教材として活用

中学1年生を対象とした海岸清掃及び環境学習

自立・分散型エネルギー設備の導入 【ゼロ予算】
災害時における地域のレジリエンス強化と地域の脱炭素化を実現するため、

公共施設に太陽光発電設備と蓄電池を整備

体育館の照明ＬＥＤ化に着手 【1億8,620万円】
社会体育館（４施設）LED化設計及び工事

中学校体育館（６施設）LED化設計業務

森林環境整備の促進 【5,147万円】
■森林環境整備 【2,622万円】
■森林環境整備促進対策事業補助金 2,390万円】
■丹後王国「食のみやこ」森林環境モデル整備工事 【135万円】

自然環境を次世代につなぐ美しいまちづくり
環境と経済が両立した脱炭素型社会の実現

■山陰近畿自動車道早期実現促進大会を開催［43万円］
■山陰近畿自動車道の早期実現に向けた地籍調査を実施［1億1,521万円］

網野町新庄から網野町俵野区のエリア及び久美浜町河梨地区の測量等を実施

15

未来につなぐプロジェクト① ～まちの「宝」を未来につなぐ～

山陰近畿自動車道の早期実現！ 【1億1,564万円】

但馬空港2,000ｍ級滑走路の実現に向け、国、関係府県への要請、広域的な啓発
活動等を行う協議会設立に向けた調整準備

但馬空港2,000ｍ級滑走路実現支援への準備 【22万円】

新

拡

拡

拡
まちづくりグランドデザインの推進 【216万円】

市総合計画及び都市計画マスタープランに掲げる都市拠点等の整備に向け、ワーク
ショップを開催

（仮称）網野交流センター・交流広場の整備 【250万円】
網野庁舎跡地活用基本構想の周知、施設の運営を担う組織づくり・育成を推進

新

まちづくりグランドデザイン

大阪・関西万博との連携を推進 【168万円】（重掲）
2025年大阪万博への参画に向けて近畿経済産業局と連携

（仮称）2025大阪・関西万博準備チームの設立

ワールドマスターズゲームズ関西の推進 【222万円】
再延期となったワールドマスターズゲームズ関西（WMG）関連事業

【ＷＭＧ関連大会の概要】（予定）
全日本カヌーマラソン選手権大会：令和4年5月14日（土）、15日（日）
SUPジャパンオープン：令和4年5月20日（金）～22日（日）
京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会：令和4年8月7日（日）

地域と地域を多様につなぐ可能性にあふれたまちづくり

新

新

新

新

新

新



自立・分散型エネルギー設備の導入 【ゼロ予算】
災害時における地域のレジリエンス強化と地域の脱炭素化を実現するため、公共施設に太

陽光発電設備と蓄電池を整備

業務改善・働き方改革プロジェクトチームの創設【ゼロ予算】
DX、SDGｓなど新たな潮流への対応や多様で複雑化するまちづくりの諸課題と職員の仕

事と生活の調和（ワークライフバランス）を図ることを目的に快適な職場環境づくりを推進

ゼロ予算で実施

つなぐ 未来につなぐプロジェクト② ～まちの「宝」を未来につなぐ～

新

新

おとまち響プロジェクトを始動 【82万円】
誰でも演奏できる街角ピアノを市内４か所に設置
都市公園等３か所程度に屋外で楽器が演奏するための電源を整備

文化財保存活用地域計画を策定 【563万円】
教育、観光、地域づくり等の各分野が地域資源として文化財を有効活用する

ための指針を示す文化財保存活用地域計画を策定
（令和4年12月に文化庁へ認定申請予定）

文化財の保存の支援 【250万円】
市内に所在する貴重な文化財を後世に残すために、修理や保全に係る事業に

対して支援
【対象】社寺・絵画・美術工芸品など

国史跡網野銚子山古墳の環境整備 【4,929万円】
墳丘部分の整理伐採、墳丘前方部を対象に墳丘復元・周溝表示工を中心とし

た環境整備を実施（完成予定：令和６年度）

歴史・文化を未来につなぐ誇りあるまちづくり

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞを活用した市民ｻｰﾋﾞｽの利便性向上 【2,948万円】
・オンライン申請システム導入（149万円） （重掲）
〔予定業務〕住民票の写し、印鑑登録証明書等の証明申請、放課後児童クラブ

各種申請など
・申請書自動作成システム導入（2,799万円）
〔設置箇所〕6庁舎、福祉事務所

リモート相談システム（リモートコンシェルジュ）を導入 【164万円】
地域（1か所を想定）から、タッチパネルで担当課を呼び出し、申請書を画面共有

しながら、記入方法などを相談（申請書は、その場で預けて市役所へ配送）

市役所業務効率化に向けた環境整備 【5,580万円】（重掲）
・ノートパソコン更新（4,548万円） ※リース
・モバイルワーク環境整備（130万円）
・会議室無線環境整備（902万円）

 AI等を活用した業務効率化 【181万円】（重掲）
現在活用しているRPAに加えて、AI-OCRを導入し、業務効率化に取り組む
※BPRに併せて、申請においてAI-OCRが活用可能な業務を洗い出し

デジタル戦略の推進 【605万円】（重掲）
包括連携協定を締結しているiU情報経営イノベーション専門職大学の有する専

門的知見に基づき、デジタル戦略を推進
【取組内容】業務棚卸しの実施、BPR計画化支援（対象：市役所窓口）

市役所業務・サービスのデジタル化の推進

事務事業の見直し

●市長、副市長及び教育長の給料及び期末手当の減額
・市長 ▲10％、副市長及び教育長 ▲5％ （▲401万円）

●廃止･抑制項目
・33項目 （▲5,309万円）

新

新

新

DX

DX

DX

DX

新

新

野村克也メモリアル事業の実施 【217万円】
本市の名誉市民である故野村克也氏の功績を称え、顕彰と市内外への発信を

行うメモリアル事業を実施
・野村克也杯学童野球大会の開催
・ドリームベースボールの開催
・「野村克也図書コーナー」の充実

松本重太郎ギャラリーの運営 【18万円】
松本重太郎翁の生涯や功績を紹介するギャラリーを土日も開設（丹後地域公民館内）

Well-being（ウェルビーイング）経営セミナーの開催 【33万円】
市内企業の経営課題の解決や多様な働き方の実践を図り、働く人の幸福実感

の向上につなげるため、「Well-being経営」に関するセミナーを開催

将来世代が“可能性”や“誇り”を持てるまちに！

若手

拡

DX

財源確保の対策
●ふるさと納税10倍プロジェクトの推進

・ふるさと納税（クラウドファンディングを含む）の積極的な活用や抜本的拡充を図り、自主財源を確保
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目的別にみるその他の主なまちづくり施策

【総務費】
夢まち創り大学の運営 【1,183万円】

地域と大学が連携･協働し地域課題の解決、活性化を図るための活動を支援

地域活動拠点（集会施設）の整備支援 【1,166万円】
〔修繕〕峰山町新治区、二箇区、矢田区、丹後町筆石区、

弥栄町小田区、久美浜町一区、口三谷区

広報紙の充実 【1,548万円】
・広報京丹後印刷 20,750部（28頁）年12回発行
・おしらせ版印刷 20,450部（12頁）年12回発行

多文化共生のまちづくり 【1,163万円】
多文化共生推進プランの策定（令和５年度～令和９年度）

外国人相談支援業務 等

ケーブルテレビの放送設備更新 【1億2,000万円】
安定してテレビ受信ができるように、受信点設備等を更新（R2～R5）

制度改正支援業務委託料 【763万円】
個人情報保護法改正に伴う例規・整備・個人情報に係る保有情報の管理及び運用体制

の構築

最高デジタル責任者（CDO）を任用 【10万円】
行政のデジタル化及びDX実現に向けた統括（非常勤特別職）

拡

【民生費】

生活保護費の給付 【7億7,254万円】

障害福祉サービスの給付等（障害福祉サービス事業） 【17億5,242万円】
障害福祉サービス介護給付・訓練等給付費、障害児支援費（児童発達支援・放
課後等デイサービス）、計画相談支援費 など

地域生活支援事業 【1億5,607万円】
障害者相談支援、日常生活用具給付、障害児通学支援、地域活動支援センター
事業、日中一時支援事業、福祉タクシー利用料･ガソリン費用助成 など

児童手当支給事業 【6億6,058万円】

児童扶養手当支給事業 【1億7,783万円】

保育業務支援システムの運用 【475万円】
保育業務支援システムを導入し、業務効率化を実施

【衛生費】

総合検診事業 【1億2,205万円】

海岸漂着物回収・処理事業 【2,797万円】

最終処分場の整備 【1億4,562万円】
実施設計（造成工事、水処理施設等）、環境測定（環境アセス）
土地購入、立木補償費

一般廃棄物焼却施設整備に着手 【530万円】
次期建設候補地選定業務

浄化槽設置整備費補助金 【385万円】
浄化槽設置整備事業の対象区域内で浄化槽を設置する方へ補助金を交付

水洗化推進支援事業補助金 【805万円】
既存住宅の新規排水設備工事を行う方へ補助金を交付

【農林水産業費】

「京の米」生産イノベーション事業補助金 【3,213万円】
事業主体：13事業者 ※スマート機能付きの機械は補助率上乗せ有

生物多様性を育む農業推進事業 【983万円】

農業競争力強化基盤整備事業（府営ほ場整備） 【8,150万円】
・久美浜町女布地区（平成26年度～令和4年度）
・丹後町上宇川地区（平成29年度～令和6年度）
・久美浜町平田地区（令和2年度～令和7年度）
・丹後町徳光地区（ほ場整備基本設計書作成）
・久美浜町関地区（ほ場整備事業採択用地形図作成）

尾和用水路改修工事（防衛施設周辺対策整備事業） 【3,364万円】
総事業費：5億3,300万円、事業期間：平成26年度～令和4年度

水産物供給基盤機能保全事業 【3,400万円】
・間人漁港泊地浚渫工事
・浜詰漁港（夕日泊地）野積場用地舗装工事
・間人漁港小泊船揚場斜路改修工事

新
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目的別にみる主なまちづくり施策

【商工費】

小規模事業経営支援事業補助金 【6,750万円】
経営改善普及事業及び職員設置指導事業分、地域総合振興事業分

織物指導等小規模生産基盤整備事業補助金 【950万円】
織物調整指導費支援、織物小規模生産基盤整備支援

丹後地域地場産業振興センターの運営支援 【4,203万円】
丹後ブランド産品の販売、地場産品の販路拡大、新商品の開発支援、人材育成、

情報の収集及び発信など各種事業及び老朽化した施設の改修を支援

金融支援事業 【5,183万円】
商工業安定利子補給金、信用保証料補助金、経営力向上企業支援利子補給金、
新型コロナウイルス感染症対策利子補給金 など

観光等指定管理施設大規模改修 【7,785万円】
宇川温泉よし野の里ロビー・厨房空調設備改修
弥栄あしぎぬ温泉浴室天井改修取替 など

【土木費】

除雪対策（除雪経費、除雪機械等整備） 【3億2,817万円】

急傾斜地の崩壊を未然に防止 【400万円】
京都府が実施する急傾斜地崩壊対策事業の費用の一部を負担

大宮町谷内地区（R元～R8年度）
網野町桃山地区（R3～Ｒ4年度）

内水処理対策事業 【8,354万円】
小栓川排水区整備（幹線管渠整備）

老朽空家等除却費補助金 【100万円】

住環境の整備 【9,697万円】
・市営住宅解体工事（余部団地３棟、三坂団地１棟）

・市営住宅芋野団地改善等工事実施設計業務

・市営住宅周枳団地基本設計、用地測量登記

・市営住宅用火災警報器取替

【消防費】

防災備蓄物資購入経費 【2,352万円】
・災害用備蓄資材等（アルファ米、粉・液体ミルク、生理用品など）
・災害対策用物資（避難所資機材保管庫21基、プライベートテントなど）

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡の整備 【200万円】

消防団員活動服の更新 【2,000万円】
・新基準型活動服（1,611着）

消防団車両（多機能型小型動力ポンプ付積載車） 【3,300万円】
・網野第1分団第2部（掛津）
・峰山第5分団第2部（矢田）

消防車庫の整備 【2,800万円】
・網野第1分団第1部（島津）

消火栓の新設・更新等 【1,630万円】

【教育費】

小学校・中学校トイレ洋式化 【1億2,784万円】
・峰山小学校、長岡小学校
・（設計のみ）丹後小学校、丹後中学校、久美浜中学校

共同学校事務室を運営 【326万円】
学校事務処理の適正化及び標準化、効率化、学校マネジメントと機能の強化
令和３年度に設置した網野学園に加え、令和４年度からは全学園に設置

遺跡発掘調査及び成果の整理 【515万円】
開発に先立つ発掘調査を実施して開発事業との円滑な調整を図るほか、令和

2年度まで実施した網野銚子山古墳の発掘調査の成果を報告書として公表する
ために、発掘調査の成果をまとめる整理作業を実施

新
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ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）・デジタル化への取組

【活用を検討】

地域未来交通（MaaS・ICT）を検討 【51万円】
京丹後市地域未来交通検討会を開催し、MaaSやICTをキーワードに持続可能

な公共交通を検討

BPR(業務改革)の調査研究を実施 【605万円】
業務の改善・標準化を実施するため、iU情報経営イノベーション専門職大学

と調査研究を実施

スマートビーチ構想の検討 【72万円】
スマートビーチ構想実現に向けた基本構想を検討

【機能強化・業務効率化】

マイナンバーカードを活用した市民サービスの利便性向上 【2,948万円】
・オンライン申請システム導入（149万円）
〔予定業務〕住民票、印鑑登録証明書等の申請、放課後児童クラブ

各種申請など
・申請書自動作成システム導入（2,799万円）
〔設置箇所〕6庁舎、福祉事務所

京丹後デジタルポイントの創設 【6,031万円】
市内登録店舗の買い物で利用できる京丹後デジタルポイントを導入

・ポイント付与体制の整備

・消費喚起ポイントの発行

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ消費を回復するため、

消費喚起プレミアムポイント（上限2,000ポイント/人）を発行し、市内に

おける消費喚起と経済循環を促進

ふるさとテレワーク推進事業補助金 【500万円】
テレワーク環境及びサテライトオフィスの設置・運営を支援

海水浴場混雑表示システムの導入 【73万円】
海水浴場の駐車場混雑情報及び遊泳禁止の有無などの情報をリアルタイムで

確認できるシステムの運用

リモート相談システム（リモートコンシェルジュ）を導入 【164万円】
市の出先機関等（1か所を想定）から、タッチパネルで担当課を呼び出し、

申請書を画面共有しながら、記入方法などを相談

災害時要支援者管理システムの運用 【47万円】
ハザード情報及び避難経路情報の追加
支援者情報や範囲指定情報等の管理機能の強化

認知症高齢者等の見守りシステムの運用 【40万円】
認知症等により行方不明になるおそれのある者が見守りQRコードを身に着ける

ことで、発見者は通報がしやすくなり、捜索者は正確な情報を得られる

LINEアプリの運用 【114万円】
市民への迅速な情報の伝達と発信に活用するため、LINEアプリを活用

Live119システムの導入 【353万円】
スマートフォンの119番通報に映像を加えて通報するシステムを導入

生活保護訪問支援システムの導入 【237万円】
ケースワーカー訪問時にタブレットを活用することにより、訪問時の事務確

認事項の整理や帰庁後の入力事務等の業務効率化を図る

市役所業務効率化に向けた環境整備 【5,580万円】
・ノートパソコン更新（4,548万円） ※リース
・モバイルワーク環境整備（130万円）
・会議室無線環境整備（902万円）

 AI等を活用した業務効率化 【181万円】
現在活用しているRPAに加えて、AI-OCRを導入し、業務効率化を図る

保育業務支援システムの運用 【475万円】
保育業務支援システムを導入し、業務効率化を図る

【学校情報化の推進】

オンライン授業・家庭でのオンライン学習への支援 【912万円】
コロナによる休校時やオンラインでの宿題を実施するにあたりインターネッ

ト環境のない家庭に対し支援

ICT教育の充実 【509万円】
・AIによる英語力向上アプリの導入
・iU情報経営イノベーション専門職大学と連携したプログラミング教育の実践

ICT支援員の配置 【1,184万円】
ICTを活用した効果的な授業を行うためのサポートをするICT支援員を配置

LINEを活用したこども相談窓口の整備 【187万円】
LINEを活用したいじめ相談や児童虐待相談の窓口を設置
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・個人市民税 19億2,708万円 （R3   18億4,426万円） 対前年度 8,282万円（4.5％）

・法人市民税 2億2,740万円 （R3     1億8,208万円） 対前年度 4,532万円（24.9%）

・固定資産税 23億5,237万円 （R3   21億7,188万円） 対前年度 1億8,049万円（8.3％）

・入湯税 4,424万円 （R3 4,151万円） 対前年度 273万円（6.6%）
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5,288 5,277 

5,852 5,848 

5,574 

5,237 
5,129 

5,030 5,001 5,023 5,073 5,032
5,131 5,151 5,202 5,136 
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5,067 

3,000

4,000

5,000

6,000

16決算 17決算 18決算 19決算 20決算 21決算 22決算 23決算 24決算 25決算 26決算 27決算 28決算 29決算 30決算 R元決算 R2決算 R3予算 R4予算

百万円 【市税の推移】

令和４年度 市税総額 ５０億６，６８８万円（前年度：47億4,375万円）

対前年度 ３億２，３１３万円（６.８％）

令和４年度 市税総額 ５０億６，６８８万円（前年度：47億4,375万円）

対前年度 ３億２，３１３万円（６.８％）

年度年度

市税の状況
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平成30年度からは合併特例措置逓減対策準備基金（注）を活用していることから、現在高は減少傾向。
こうした中、令和4年度でも、財政調整基金から11億円、合併特例措置逓減対策準備基金から5億円、

ふるさと応援基金から8.2億円などを取り崩し、財源確保するとともに、ふるさと納税の推進により現在
高を確保・維持。
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百万円
【基金現在高の推移】

韓哲・まちづくり夢基金：5億円

谷口謙・未来応援基金：1億円 を含む

令和４年度末基金現在高見込み（一般会計）

６６億５，６７４万円（対令和３年度末見込み：△20億4,182万円 △23.5％）

令和４年度末基金現在高見込み（一般会計）

６６億５，６７４万円（対令和３年度末見込み：△20億4,182万円 △23.5％）

『合併特例措置逓減対策準備基金』

目標額の40億円を積立完了

※R2年度以前の現在高は決算額、R3・R4年度は見込額

年度年度

当初予算時

の見込額

基金の状況
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H30以降、『合併特例措置逓減

対策準備基金』を取り崩し活用

（注）合併特例措置逓減対策準備基金は、普通交付金などの合併特例措置が平成27年度以降の急激な減少に備え平成22年に創設。
平成28年度には目標としていた約40億円を積み立て、平成30年度から令和7年度までの期間で活用（取り崩し）するとしていた基金。
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令和４年度末市債現在高見込み

３６５億７，２３３万円（対令和３年度末見込み：△14億3,730万円 △3.8％）

令和４年度末市債現在高見込み

３６５億７，２３３万円（対令和３年度末見込み：△14億3,730万円 △3.8％）

令和4年度以降も大型事業が控える中、市債現在高には中長期的に留意していく必要があるとともに、
引き続き、交付税措置がある有利な市債の活用に努め、市の実質的な負担分の軽減に努めていく。

百万円百万円

※交付税は、各区分の地方債残高に対する地方交付税算入率を乗じて理論的に算出したもの。R２年度以前の現在高は決算額、R３･R４は見込額

本市発足時から

約102.2億円減少
46,795 46,766

45,530
44,071

42,442 41,499 41,844 41,905 41,119 40,906 40,766

43,357
42,269 40,605 39,712 39,218 38,787

年度年度

38,01037,999

市債現在高の状況
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36,572



一般会計
46,795 

46,766 45,530 44,071 42,442 41,499 41,844 41,905 41,119 40,906 40,766 
43,357 42,269 40,605 39,712 39,218 38,787 37,999 38,010 一般会計

36,572 

企業会計等
32,935 

33,270 33,741 34,947 36,333 38,822 40,416 40,961 40,603 40,111 40,002 
39,518 
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80,03680,036 79,27179,271 79,01879,018 78,77578,775
80,32180,321

82,26082,260 82,86682,866
81,72281,722 81,01781,017 80,76880,768

82,87582,875
81,27481,274

79,86779,867
81,33481,334 81,68481,684

※R2年度以前の現在高は決算額、R3・R4年度は見込額

79,73079,730 80,57380,573

年度年度

79,69079,690

令和４年度末市債現在高見込み ７７９億８，０１３万円
（対令和３年度末見込み：△17億 979万円 △2.1％）

令和４年度末市債現在高見込み ７７９億８，０１３万円
（対令和３年度末見込み：△17億 979万円 △2.1％）

79,16479,164

〈参考〉全会計市債現在高の推移
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77,98077,980



区 分 令和４年度 令和３年度 増 減 額 増減率

一般会計 356億3,000万円 353億2,000万円 3億1,000万円 0.9%

特別会計 148億8,430万円
（10会計）

144億 350万円 4億8,080万円 3.3%

企業会計 171億7,868万円
（3会計）

180億5,107万円 △8億7,239万円 △4.8%

合 計 676億9,298万円 677億7,457万円 △8,159万円 △0.1%

〈参考〉全会計予算規模
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676.9

億円

年度

令和４年度全会計予算規模 ６７６億９，２９８万円
（前年度比：△8,159万円 0.1％の減）

〈参考〉全会計の予算規模推移
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【目的・趣旨】認知症の有無にかかわらず、また、誰ひとり置き去りにされるこ
となく、住み慣れた地域でともに支え合いながら、安心して暮らすことので
きる地域共生社会の実現に向けた取組を進める。

【目的・趣旨】当該年度に受け入れたふるさと応援寄附金をふるさと納税返礼品
の財源として活用できるように改正するもの

【主な改正内容】寄附金の管理運用条項に、「その他の必要な経費」の財源に充
てることができる規定を追加

予算関連の主な条例等（令和4年3月定例会提案）

京丹後市認知症とともに生きるまちづくり条例の制定
＜議案第20号＞

京丹後市ふるさと応援寄附金条例の一部改正＜議案第11号＞

【目的・趣旨】テレワーク環境を整備した、かぶと山虹の家に供用を開始に伴い、
使用料と利用単位を改正するもの

【主な改正内容】複数個人の同時利用も想定し、1人当たり又は全面使用の料金
に改正

（例）市内利用者1人につき、4時間未満330円、4時間以上660円
市外利用者1人につき、4時間未満550円、4時間以上1,100円

京丹後市かぶと山虹の家条例の一部改正＜議案第21号＞

【目的・趣旨】利用者の利便性の向上を図るため、久美浜町内にクラブを増設
【主な改正内容】

京丹後市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正
＜議案第25号＞

・久美浜放課後児童クラブ
（旧海部小学校内）

・久美浜放課後児童クラブ
（久美浜小学校内）

・久美浜海部放課後児童クラブ
（旧海部小学校内）

改正

※放課後児童クラブ設置数：市内11か所

【目的・趣旨】団員の処遇改善を図るため、年額報酬、出動報酬を見直すもの
【主な改正内容】

京丹後市消防団条例の一部改正＜議案第26号＞

・班長 33,000円
・団員 19,000円

・班長 40,000円
・団員 36,500円

〔年額報酬〕

1件につき
・出動手当 1,600円

・訓練手当 1,500円

〔出動報酬〕
1回につき
・災害

3時間以内 3,000円
3～5時間 5,000円
5時間超え 8,000円

・訓練･警戒 2,000円

改正

【目的・趣旨】本市の豊富で多彩な農林水産物の高付加価値化に資する加工食品
の開発に取り組む事業者の育成及び新商品の開発、製造を支援する
ため、「京丹後市食品加工支援センター」の管理運営について、指
定管理者制度を活用するもの

【指定管理者】公益財団法人 丹後地域地場産業振興センター
【指定管理期間】令和4年9月～令和9年3月

京丹後市食品加工支援センターの指定管理者の指定
＜議案第35号＞

26

「市」の責務、「市民」「事業者」「地域組織」「関係団体」の役割を規定

➡市全体で安心して暮らすことのできる京丹後市を実現

【主な内容】

①認知症の予防を含めた認知症に関する正しい知識及び理解に基づき、認知
症の人及びその家族の視点に立った地域づくりを目指すこと。

②認知症の人がその意思により、その有する力を最大限に活かしながら、安
心して社会参加できる地域づくりを目指すこと。

③認知症は誰もがなり得る身近な病気であるという認識の下、市、市民、事
業者、地域組織及び関係機関はそれぞれの責務又は役割を認識し、相互に
連携して、全ての市民が認知症の有無にかかわらず、安心していきいきと
暮らし続けることができる地域づくりを目指すこと。

基 本 理 念（第３条）

※休団制度も創設


